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合併の手続き 

市町村合併に向けての取り組みは、市町村の働きがきっかけにな 

場合と、住民のみなさんの働きがきっかけになる場合とがあります 

†　　† 市町村の働きがきっかけの場合「栴長浦すき赤き三井百方蕗 　　　ii 

合併の検討をす！

！る事実上の話し合いで合併研究日置を住民が市町村長に対して請求
！会や任意の合併協議会といった細目することができます。この場合、前

職などがつくられる場合が多いよ‖町村の有権者の50分の1以上の署名
I、　＿、　　　　　　　　　‾＼“　一　　一II

慶です。　　　　　　」」を泌要です。

②合併協議会の設置（法定協議会） 

合併協議会を設置するためには、関係する市町村の議会の議決が 

必要です。合併を行うこと自体の是非を含めて、合併についてあら 

ゆる事項を正式に話し合う場所です。合併する方向に決まった場合、 

合併後の市町村の将来像やそのために必要なさまざまな事業計画など 

を市町村建設計画にまとめます。この合併協議会での取りまとめには 
ーおよそ22カ月ほど時間を要するといわれています。 

＼： 

i　　　　　③合併協定書の脚　　　　　； 

L併協議会で話し合われた主要部分は、合併協定書にまとめられます。、 
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市
町
村
全
備
を
参
え
る

現
在
、
三
、
二
〇
〇
余
り
あ
る
全
国
の
市
町
村
の
七
割

を
超
え
る
。
一
、
二
二
六
の
市
町
村
で
、
合
併
協
議
会
や
研

究
会
な
ど
を
設
置
し
て
市
町
村
合
併
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
二
地
区
八
町
村
で
合
併
協
議
が
整
い
、
六

地
区
二
十
七
町
村
で
協
議
会
が
設
置
さ
れ
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
市
町
村
合
併
へ
の
論
議
を
深
め
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
…
国
主
導
の
市
町
村
合
併

明
治
の
大
合
併

江
戸
時
代
の
自
然
発
生
的
な
村
か

ら
、
明
治
二
十
二
年
に
戸
籍
や
小
学
校

な
ど
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
、
近

代
的
な
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
市
制
・

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
全
国
で
七
一
、

三
一
四
あ
り
ま
し
た
村
の
数
は
、
こ
の

明
治
の
大
合
併
で
一
五
、
八
二
〇
に
な

り
ま
し
た
。
都
留
市
域
で
も
二
十
六
力

村
あ
っ
た
村
が
、
禾
生
村
、
盛
里
村
、

宝
村
、
三
吉
村
、
閑
地
村
、
種
村
（
の

ち
、
東
植
村
、
西
桂
村
に
分
村
）
、
谷

村
の
七
力
村
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
の
大
合
併

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
制
憲
法
の

も
と
で
地
方
自
治
の
確
立
に
向
け
、
新

制
中
学
の
設
置
、
市
町
村
消
防
や
自
治

体
警
察
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
関
係

事
務
な
ど
多
く
の
事
務
が
市
町
村
で
処

理
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
昭
和
二
十
八

年
に
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
二
十
九

年
に
谷
村
町
、
禾
生
村
、
宝
村
、
東
種

村
、
盛
里
村
の
一
町
四
力
村
が
合
併
し
、

都
留
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
・
…
‥
地
域
・
住
民
主
導
へ

現
在
論
議
さ
れ
て
い
る
市
町
村
合
併

が
、
過
去
の
「
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
」

と
大
き
く
違
う
点
は
、
過
去
の
合
併
が
、

国
の
要
請
・
主
導
の
も
と
全
国
一
律
に

進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
、
地

域
・
住
民
主
導
で
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
自
主
的
な
合
併
を
基
本
に
、
地

域
の
将
来
を
自
ら
判
断
し
て
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

合
併
特
例
法
に
は
、
自
主
的
な
市
町

村
合
併
を
推
進
す
る
た
め
次
の
よ
う
な

こ
と
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
こ
の

法
律
は
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

●
住
民
発
誠
に
よ
り
市
町
村
合
併
の
提

案
が
で
き
ま
す
。

有
権
者
の
五
十
分
の
一
以
上
の
著
名

で
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
市
町
村
長

に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合
併

協
議
会
は
関
係
市
町
村
が
合
併
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
協
議
す
る
場
で
す
。

●
合
併
市
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援
措

置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
を
し
た
市
町
村
が
急
に
財
政
的

に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
一
定
期
間
は
国

か
ら
の
財
政
的
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
間
に
組
織
や
運
営
を
効
率
化
し

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
償

合
併
市
町
村
が
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
市
町
村
建
設
計
画
）
に
基
づ
い

て
行
う
一
定
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
が
行
わ
れ
た
年
度
か
ら
十
力
年
度
に

限
り
、
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
の
一

部
が
普
通
交
付
税
で
持
直
さ
れ
る
有
利

な
地
方
債
（
合
併
特
例
債
）
を
そ
の
財
源

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
合
併
特
例

億
の
算
出
は
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
）
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普
通
交
付
税
額
の
算
定
の
特
例

通
常
、
合
併
す
れ
ば
経
費
の
節
減
が

可
能
と
な
る
た
め
、
普
通
交
付
税
額
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
の
合
計
額
よ
り
少

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

合
併
当
初
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
経

費
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
経
費
の
節
約

も
困
難
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
激

に
普
通
交
付
税
が
減
少
し
な
い
よ
う

に
、
激
減
緩
和
措
置
が
十
五
年
間
適
用

さ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
財

政
や
人
口
な
ど
の
将
来
推
計
を
紹
介

し
ま
す
。
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